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生活のご相談はお気軽に 

へいま益美まで ☎２３-９５１９ 

☜ 検索 日本共産党 

久喜市議団ブログ更新中です 

 日本共産党久喜市議団 NO18      

元気じるし 
平間ますみ活動ニュース発行 2021年 1月 15日 久喜市本町 8-4-1 ☎ 23-9519 

 

昨年 11月 24日から 12月

18 日まで 11 月議会が開

催されました。一般質問

等の報告を行います。 
 

 

埼
玉
県
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
対
し 

助
成
制
度
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
65 

歳
以
上
の
高
齢
者
、
60
歳
以
上
の
疾
患
が
あ
る 

方
の
接
種
料
金
を
県
が
負
担
す
る
と
い
う
も
の 

で
す
。
自
治
体
に
と
っ
て
は
大
き
な
公
的
援
助 

に
な
り
ま
す
。 

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
既
に
多
く
の
対
象
者
の

方
々
が
予
防
接
種
を
受
け
た
あ
る
い
は
予
約
を

し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

一
方
、
幼
児
、
児
童
生
徒
に
対
す
る
県
の
公
的

補
助
は
発
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
幼
児
、
児
童
生

徒
が
感
染
し
た
場
合
は
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
学

校
等
の
環
境
を
考
え
れ
ば
影
響
が
大
き
い
こ
と 

 
 
 

は
、
こ
れ
ま
で
も
学
級
閉
鎖
や
学
校
閉
鎖
な
ど 

で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
コ

ロ
ナ
が
同
時
流
行
し
た
場
合
の
懸
念
は
、
医
療
現
場
か
ら
も

報
告
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
県
に
幼
児
、
児
童
生
徒
に
も
公
的

支
援
を
求
め
る
と
と
も
に
、
ま
ず
は
市
独
自
の
支
援
策
と
し

て
補
助
を
行
い
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で 

経
済
的
に
も
厳
し
い
状
況
が
続
い
て 

い
る
と
言
わ
れ
る
保
護
者
の
負
担
軽 

減
を
行
う
べ
き
と
考
え
伺
い
ま
す
。 

【
答
】
今
回
の
補
助
は
高
齢
者
の
自
己
負
担
分
の
補
助
で
あ

り
、
市
の
負
担
分
の
補
助
は
な
い
。
予
防
接
種
の
助
成
に
つ
い

て
は
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
定
期
予
防
接
種
を
基

本
と
し
て
お
り
、
定
期
予
防
接
種
対
象
者
以
外
で
あ
る
任
意

接
種
の
幼
児
・
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て
は
考
え

て
い
な
い
。 

 

 

久
喜
市
は
２
０
２
６
年
度
に
稼
働
す
る
予
定
の
、 

新
ご
み
処
理
施
設
で
資
源
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
お
よ
び

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
の
分
別
を
廃
止
し
て
、
他

の
「
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
」
と
い
っ
し
ょ
に
焼
却
す
る
方
針

を
決
め
て
い
ま
す
。 

 

国
は
２
０
２
２
年
度
に
向
け
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご 

み
全
般
の
一
括
回
収
リ
サ
イ
ク
ル
・
再
資
源
」
の
構 

想
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。 

久
喜
市
が
財
政
負
担
と
住
民
の
分
別
の
手
間
を
減
ら

す
こ
と
を
大
義
名
分
と
し
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
焼
却

に
よ
る
環
境
負
荷
の
増
大
を
や
む
を
得
な
い
と
す
る

の
は
、
国
の
方
針
に
も
、
持
続
可
能
な
社
会
構
築
の
考

え
方
に
も
反
し
ま
す
。 

 

市
民
は
こ
れ
ま
で
、
久
喜
市
及
び
久
喜
宮
代
衛
生

組
合
と
協
力
し
て
、
資
源
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
お
よ
び

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
を
分
別
回
収
し
、
再
資

源
化
・
再
商
品
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

市
民
・
団
体
が
動
い
た
！！ 

１１
月
議
会
で
は
「
プ
ラ
を
燃
や
す
こ
と
は
地
球
温

暖
化
防
止
対
策
に
も
背 

を
向
け
る
も
の
で
あ
り 

や
め
て
ほ
し
い
」
と
訴 

え
る
個
人
・
団
体
が
議 

会
に
陳
情
書
を
提
出
し 

ま
し
た
。 

 

一般質問 幼児・児童・生徒にインフルエンザ

予防接種補助金を 

 

 

 

鳥取砂丘 

 

プラスチックの全量焼却は見直しを！！個人・団体が陳情書を提出 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記  動き始めた少人数学級！！ 

安心で安全な少人数学級と、詰め込み授業ではなく豊かな学校生活の保障を求め、個人や団体が国に対して要望して

きましたが、一歩前進しました。政府は、来年度から５年かけ、現行の１学級 40 人（小学１年は 35 人）としている上

限人数を引き下げ、全学年で 35 人とすることを決めました。引き続き 30 人学級実現へ声を上げていきましょう。 

 

市内循環バス、デマンドタクシーの値上げが 11 月 5 日の久喜市地域公共交通会議で検討され、決定

した。事業者との共存を値上げで解決する在り方は自治体として最悪の施策だと考える。 

値上げによって民間の経営がどのように改善されるのかも示されていない。「市民の生活を守る。安全

を守る。あるいは民間交通を補完して、久喜市民の交通の利便性の向上を図る。交通弱者の交通確保」

などを掲げる市の方針とも違う。実施時期など細かいことは市の判断という事であるが、市民の負担増

となる計画はやめるべきであると考え伺う。 

【答】公共交通会議の中で、消費税、人件費、燃料代等の運行経費が上昇しており 

利用者の応分の負担増はやむを得ないということで、受益者負担の理解から、また 

官民共存の考えということから判断が示された。更に市が運行する公共交通が料金 

面で民間路線バスの脅威となっており、調和を図るため運賃改定が示された。 

運行経費、委託料等の上昇分は当然利用されている受益者の方が負担して頂く。 

公共交通会議でまとまった運賃改定案を見直す考えはない。 

 

一般質問 公共交通の運賃値上げは止めるべき  

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
が
地
域
に
及
ぼ
す
経
済

効
果
は
大
き
く
、
国
も
こ
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
を
推
進
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
一

般
質
問
の
中
で
何
度
も
述
べ
て
き
た
。 

し
か
し
、
久
喜
市
は
昭
和
56
年
以
前
の
建
物
を
対
象

に
し
た
「
建
築
物
耐
震
補
強
等
助
成
金
交
付
事
業
制
度
」 

を
推
進
す
る
こ
と
に
終
始
し
、
前
向
き
な
姿
勢
を
見

せ 

て
い
な
い
。
市
独
自
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度 

 

を
創
出
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
事
業
者
の
経
営 

安
定
、
市
民
の
生
活
環
境
の
整
備
に
政
策
を
変
更
す 

べ
き
と
考
え
る
。 

【
答
】
現
在
、
本
市
で
は
、
体
の
不
自
由
な
方
の
住
環 

境
の
改
善
を
支
援
す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
、
住
宅 

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
向
上
の
シ
ス
テ
ム
導
入
に

つ
い
て
、
助
成
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。
壁
紙
の
張 

り
替
え
、
外
壁
や
屋
根
の
改
修
な
ど
、
住
宅
の
快
適

性 

や
利
便
性
を
高
め
る
た
め
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助 

成
で
は
な
く
、
耐
震
化
な
ど
に
対
す
る
助
成
制
度
を 

推
進
し
て
い
く
。 

た
だ
し
、
平
成
28
年
の
熊
本
地
震
で
、
平
成
12
年
5

月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
建
物
で
79.6
％
、
大
破
、
倒

壊
に
つ
い
て
は
18.4
％
と
大
き
な 

被
害
が
発
生
し
た
。
平
成
12
年 

６
月
の
、
建
築
基
準
法
改
正
を 

う
け
、
補
助
対
象
の
拡
充
に
つ 

い
て
現
在
検
討
し
て
い
る
。 

 
市
発
注
の
公
共
事
業
、
公
契
約
に
お
い 

て
、
こ
れ
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
設

計
労
務
単
価
が
、
下
請
、
孫
請
の
末
端
の

労
働
者
ま
で
波
及
し
て
い
な
い
と
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
市
と
事

業
者
の
責
務
を
明
ら
か
に 

す
る
こ
と
に
よ
り 

公
契
約
の
適
正
な 

遂
行
及
び
労
働
者 

の
適
正
な
労
働
環 

境
の
確
保
を
図
り 

地
域
経
済
の
健
全 

な
発
展
及
び
市
民
福
祉
の
増
進

に
寄
与
す
る
と
い
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
公
契
約
に
関
す
る
基 

本
方
針
を
定
め
た
公
契
約
条
例

が
、
全
国
で
も
制
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
久
喜
市
は
発
注
元
と
し
て
設

計
労
務
単
価
の
引
上
げ
を
波
及

し
て
い
く
責
任
が
あ
り
、
久
喜
市 

で
の
公
契
約
条
例
の
制
定
を
求
め
る
。 

【
答
】
本
市
の
工
事
や
業
務
委
託
に
お
い 

て
は
、
適
切
な
賃
金
水
準
が
確
保
さ
れ
て 

い
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
末
端
ま
で 

波
及
し
て
い
な
い
と
い
う
声
に
つ
い
て 

は
聞
い
て
い
な
い
。
労
働
条
件
に
つ
い
て 

は
、
労
使
間
に
お
け
る
契
約
に
よ
り
決
定 

さ
れ
る
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
公
契
約
条 

例
の
制
定
は
考
え
て
い
な
い
。 

 
一般質問 久喜市公契約条例の制定を 

一般質問 住宅リフォーム助成制度の創設を 

 

 

 

建設中の給食センター 


